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第１章 フィージビリティスタディ 

 

木造耐火建築物の整備に関する技術的事項をまとめるに当たっては、記載内容をより充実したも

のとするためにケーススタディを行うこととした。実施に当たっては、図 1.1-1 のとおり、事前に

フィージビリティスタディ（事務所用途の公共建築物としての実現可能性を比較・検討）を行った。 

1.1 検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ②で評価し、ケ

ーススタディを行

うものを決める。 

また、様々な納

まりを検討するた

め、勾配屋根等の

オプション項目を

含める。 

図 1.1-1 検討の流れ 

 

 

 

 

① 構造の種類とそ

の技術的手法の整

理を行うととも

に、建築物を構成

する要素を抽出す

る。 

混構造の種類と規模の関係 

・純木造・平面混構造（EXP.J） 

・平面混構造 

・立面混構造 

・平面＋立面混構造

木造 

・燃え止まり型 

・メンブレン型 

・裸木造(耐火被覆等を行っ

ていないもの。) 

建物規模 

・大規模型 

・中規模型 

 

・鋼材内蔵型 

a． 関連性が強く、組合せを検討する条件 

b． 選択肢とする条件 

・カ-テンウォール ・屋根の形状 ・吹き抜け 

   

タイプＡ タイプＢ タイプＣ 

ライトシェルフ 

高耐力壁 

太陽光発電 

吹抜け等 

勾配屋根 

カーテンウォール等 

 

構造・耐火について 

個別の認定等が必要 

検討手法が既に整備されて 

いる 

国有財産の非有効活用 

（床の利用効率が悪い） 

他のケースを検討すれば、 

検討不要 

 

 

 

 

② ①で抽出した要

素の組合せを検討

し、絞り込むため

の条件により評価

を行う。 

c．絞り込むための条件 

1



 

 

1.2 ケースの一覧 

混構造の種類と規模の関係、建物規模、耐火構造方式の種別等を踏まえて、想定されるケースを

以下に示す。 

図 1.2-1 ケースのプラン一覧（1）

2



 

 

図 1.2-2 ケースのプラン一覧（2）
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図 1.2-3 ケースのプラン一覧（3） 
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 図 1.2-4 ケースのプラン一覧（4） 
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1.3 ケースの評価 

1.2 で想定したケースに関して、①～④の条件を踏まえ表 1.3–1 のとおり絞り込みを行い、ケー

ススタディを行うケースを選定した。 

① 本検討では、実験等を伴う検討は行わない。したがって、ケーススタディを行うに際しては、

構造・耐火について、既に認定を取得していることや実例がある構法を採用することとして

おり、個別の認定等が必要ではないもの。 

② 本検討の目的は、木造の耐火建築物の設計等に必要な課題等を整理することも含まれること

から、設計マニュアルがこれまでに整備されていない構法等。 

③ 検討を効率的に行うため、あるケースを検討すれば、異なるケース（規模、構造種別、混構

造の種類等）で想定される課題も併せて検討できるもの。 

④ 国有財産の有効活用という観点から、床の利用効率がよいもの。 

 評価 
採用

ケース ① ② ③ ④

１    ×  

２   × ケース９で代替   

３     ○ 

４  × 告示に計算方法規定  ×  

５  × 告示に計算方法規定    

６  × 告示に計算方法規定    

７    ×  

８   × ケース９で代替   

９     ○ 

10 × 個別の認定等が必要     

11    ×  

12   × ケース 13 で代替   

13     ○ 

14    ×  

15   × ケース 13 で代替   

16   × ケース 13 で代替   

17 × 個別の認定等が必要     

18 × 個別の認定等が必要   ×  

19 × 個別の認定等が必要     

20 × 個別の認定等が必要     

21 × 個別の認定等が必要   ×  

22 × 個別の認定等が必要     

23 × 個別の認定等が必要     

24    ×  

25  × 設計マニュアルが整備済    

26  × 設計マニュアルが整備済    

27    ×  

28  × 設計マニュアルが整備済    

29  × 設計マニュアルが整備済    

表 1.3–1 ケースの評価一覧 
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1.4 ケーススタディのモデルプラン 

 

１.３ケースの評価で評価、採用した３つのケースに関して、表 1.4–1 のとおりケーススタディ

を行うこととする。 

なお、さまざまな納まりを検討するため、カーテンウォールや吹き抜けの防火区画等のオプショ

ン項目をそれぞれのプランに含めることとした。 

 

表 1.4–1 ケーススタディのモデルプラン 

  
タイプＡ（ケース９） タイプＢ（ケース 13） タイプＣ（ケース３） 

構
造 

立面混構造（鉄骨造） 

メンブレン型 

平面混構造 

（鉄筋コンクリート造） 

燃え止まり型 

純木造 

メンブレン型 

イ
メ
ー
ジ 

規
模 

基準階面積 約 400 ㎡ 

延べ面積 約 1,200 ㎡ 

基準階面積 約 800 ㎡ 

延べ面積 約 3,000 ㎡ 

基準階面積 約 500 ㎡ 

延べ面積 約 1,500 ㎡ 

プ
ラ
ン 

 

 

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目 

・カーテンウォール 

・吹抜け 

・太陽光発電 

・勾配屋根 

・ライトシェルフ 

・カーテンウォール 

・吹抜け 

・太陽光発電 

・屋上緑化 

・ライトシェルフ 

・太陽光発電 

・屋上緑化 

・高耐力壁 

吹 抜

カーテンウォール

カーテンウォール 
吹 抜
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